
経済の急速なグローバリゼーションに伴い，企業は
グローバルなビジネス環境でリーダーシップを発揮で
きる人材を獲得することに力を入れるようになってき
た。グローバルリーダーに求められるものは，外国語
ができること以上に，国際的に通用する専門的な知識
や技術を持っていることやビジネスに不可欠なリー
ダーシップを持っていることである。
リーダーシップは，問題解決を推進する「タスク」に
関する力と，モチベーションを高め組織を動かす「人」
に関する力によって構成されるが，特に問題解決能力
が大きなポイントになる。問題解決能力の基盤となる
のは，情報を収集し，分析し，解決のシナリオを作り出
し，実践していく「対課題能力」のコンピテンシーと，論
理的に考える「論理的思考力」の2つである。
日本企業の新卒採用においても，急速にグローバル
対応が進み，外国人の採用が本格化した。また海外で
異文化体験をした人材，そして強力なリーダーシップ
やその基盤となる論理的思考力を持ち合わせている人
材を高く評価する傾向がみえる。専門的な知識や技術
は，新卒時に大きなウェイトをもって採用の基準とな
ることはないので，実際には，リーダーシップと論理的

思考力を問うようになってきているのである。

「論理的思考力」から「社会的思考力」へ

そこで，リーダーシップとそれに直接に関連する論
理的思考力を，いかに開発し，評価するかという問題意
識のもと，新たな研究プロジェクトを立ち上げた。参
集したのは，リクルート，河合塾，リクルートマネジメ
ントソリューションズ，リアセックである。研究にあ
たり，論理的思考力とコンピテンシーとしての対課題
能力や対人能力を組み合わせ，リーダーシップの元に
なるものとして，「社会的思考力」という新概念を生み
出した。社会的思考力を厳密に定義し，それを測定す
る技術を開発して，リーダーに必要な力であることを
検証したのである。
社会的思考力を，「具体的な状況や場面・文脈のなか

で，最適解を導き，実現するために，テクストや出来事，
自他関係を理解し，自らの考えを主張して，他者と対話
的に考えを深めると同時に，そうした過程を振り返る
力」と定義した。現実の社会では，論理的思考と人間関
係の中でその思考が深まり調整されていく過程とが一
体となって，思考力というものを具現化していく。つ
まり，いくら論理的思考力が高くても，それは自分だけ
の論理性であって，チーム内や組織内で合意されたも

のではない。そこで，論
理的思考力に加えて，社
会性が必要となってく
る。
論理的思考力は大き
く分類すると以下の4
つの要素になる（図1）。
①俯瞰的把握：文脈や出
来事を俯瞰し，全体構
造を過不足なく把握
し，単純化し，図示す
る力である。例えば，
レポート全体の論理
構造やテーマ，あるい
は現在生じている問題の核心を見出し，それを的確
に整理する力である。
②仮説的思考：仮説を立てたり，結論を想定したり，見
通しを立てながら物事を考える力である。仮説的思
考については，前述したようなフェルミ推定があり，
例えば「日本の国内に野球場はいくつあるか」と質問
して，どのように仮説を立てながら結論を導き出す
かを見るものである。
③プロセス展開：因果や価値の連鎖，出来事のプロセス
をとらえながら，順序良くストーリーを展開する力
である。例えば，長期的な展望をもってそこから中
期的な戦略を導き出し，その戦略を実行するための
短期的な戦術を見出すというような力である。
④論理的主張：データと主張をつなぐ客観的な論拠を
明示し，論理的な一貫性をもって主張する力である。
　社会性は大きく分類すると以下の2つの要素になる。
⑤情況的思考：チームの中で自分と意見が対立するメ
ンバーが出てきたとき，それをおさえつけるのでは
なくて，相手との対立点を理解し，相手がその結論に
至るまでの試行錯誤や心情を理解しようとする思考
力である。
⑥省察的思考：チームの中で，自分と意見が対立するメ
ンバーとの対立点を調整しながら，最適な着地点を
模索しようとする思考力である。

社会的思考力とは，論理的思考力と対人能力を中心
としたコンピテンシーとをかけあわせた，まさしく
リーダーシップのひとつである問題解決を推進する力
を裏付けるものと言えるだろう。

「社会的思考力」をどう測るか？

社会的思考力を客観的に測定する方法として，河合
塾が中心になり「社会的思考力テスト」を試作した。具
体的にテスト内容に触れながら，社会的思考力の各要
素をどのように測定するのかを説明する。
①俯瞰的把握に関する設問は，若年層の就業困難を
テーマにした文章中から，キーワードとなる語句を抜
き出させ，「原因・背景→結論」という文章の展開図を作
らせた。結果として最も差がつく設問となった。
②仮説的思考に関する設問は，全国の図書館の概数
を把握する方法を仮説化するよう問うた。フェルミ推
定型の設問であると理解していても，自分の力で仮説
化できていない被験者がいた。逆に，フェルミ推定と
いうことを知らなくても，自分で仮説を立てることが
できている被験者もいた。
③プロセス展開に関する設問は，新しい会社を立ち
上げ，初めてオーダーを受けた会社が，どのような仕事
の工程を作成するのがよいかを問うた。
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大学と企業との接点としての
「社会的思考力」

図１　新概念“社会的思考力”の中身
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寄稿　大学と企業との接点としての「社会的思考力」

④論理的主張に関する設問は，
死刑廃止に反対する，ある「主張」
の論理上の問題点を指摘させ，そ
の「主張」の客観性を高めるには
どのような資料が必要かを答え
させたものである。
⑤情況的思考に関する設問は，
第1に，ある大学のサークルで副
キャプテンの熱意が空回りし，他
の部員とうまくいかないという
情況を提示し，与えられた情報の
中からその原因と考えられるも
のを取り出させたものである。
第2に，「もしあなたがキャプテ
ンだとして」取りうる行動を挙げ
させ，「副キャプテン」「部員」の問
題点だけではなく，「キャプテン」
としての自分自身の問題点を視
野に入れられるかを見た。
⑥省察的思考に関する設問は，
兄と弟が反目している中で，帰省
中の弟が学校から与えられた「珍
しい昆虫採集」という宿題に対
し，兄が「普通のクワガタムシ」を
くれるという状況が設定された
小説を読み，その小説の最後の結
末を推定し，200字以内で記述さ
せた。兄と弟との関係を把握し，
どのような結末がふさわしいか
を問うたが，型にはまらないユ
ニークなものも見られ，表現力や創造性などを見るこ
とも可能な設問と言える。
「社会的思考力テスト」は，項目別問題と総合問題の2
種類があり，論理性項目と社会性項目の各々を評価す
る。出題形式は，項目別問題は短答式と記述式，総合問
題は論述式と自由記述式である。「社会的思考力テス
ト」の特徴の一つは，現在主流の多肢選択式ではなく，記
述・論述式を採用している点である。社会的思考力は思

考・発想の豊かさ，柔軟性にも関連しており（を包含して
おり），その測定に関しては多肢選択式では限界がある。

「社会的思考力」とリーダーシップ

実際，社会的思考力はリーダー要件であることが実
証分析でも示されつつある（以下に示す測定実験の結
果は，共同プロジェクトの中で実施したものである。

トップ層に位置する学生がいることもわかっている。
これらのことは，大学の入試偏差値にかかわらず，社会
的思考力の向上に取り組んだ大学の卒業生に対して，企
業からの評価が高まることを示唆している。

大学教育のテーマとして「社会的思考力」の養成を

「社会的思考力」については入試偏差値によらず学生
間の格差がきわめて大きい。社会的思考力の平均値
は，入社直後と30代前半でほとんど変わらない。つま
りは，大学までの教育・経験の結果により社会的思考力
が決定され，それがリーダーとしての要件になってい
ると言える。企業もそのような社会的思考力の重要性
に着目し始め，新卒採用時の選抜試験に取り入れる動
きがある。言い換えれば，大学の教育の成果である社
会的思考力に企業側の注目が集まっている。
2010年の大学設置基準の改正により，「社会的及び
職業的自立を図る」という言葉が盛り込まれ，教育課程
の見直しが始まり，大学内で就業力の向上を目的とし
た各種のプログラムが充実されてきていると聞く。
「社会的思考力」は単に就職活動に必要なスキルにとど
まらず，大学の本来の役割である有為な人材（リーダー
人材）を輩出するという目標に合致している。各大学
は現行のカリキュラムにより「社会的思考力」がどれだ
け向上するのか，さらに向上させるためにはどのよう
なカリキュラムが必要になるのか，を検討し，学生の
「社会的思考力」を高めていくことが求められている。
これによって，採用する側の企業と輩出する側の大学
とのギャップが小さくなる。特にリーダーシップに重
要な俯瞰的把握については，図式化，文章化のトレーニ
ングを大学の授業や試験の運営に盛り込むことや，ま
たゼミ活動の中で意見の対立を乗り越え，着地点を見
つけるような経験を積み重ねることで，向上すること
が期待できる。
論理的思考力とコンピテンシーを高め，リーダー
シップを開花させる教育は，大学のキャリア教育の
テーマとして重要なものになるのではないだろうか。

■

実験の被験者は，実験協力企業の社員，Web公募のモ
ニター，および学生である）。年齢が若いときに管理職
に昇進する人の社会的思考力は，管理職への昇進が遅
い人よりも高い。具体的には，24歳から27歳の管理職
の社会的思考力の偏差値の平均は約56に対して，32歳
から34歳までの一般社員の偏差値の平均は約50であ
る。以上の結果から，社会的思考力の高い人ほど社内
でリーダーとして選抜されていることが示唆される
（図2）。
そして，社会的思考力の各要素の中でも特に俯瞰的
把握がリーダー要件として重要であることが明らかに
なりつつある。まず，俯瞰的把握の得点は役職だけで
はなく，年収にも相関する。さらに，職務の大きさ，プ
ロフェッショナルのレベルとも相関する。前述したよ
うに俯瞰的把握は被験者の中で最も差の大きい設問で
あり，俯瞰的把握の苦手な人材が数多く存在しており，
キャリアアップの際の重要な課題となっていることが
示唆される。

大学生の「社会的思考力」の実態

前述したように社会的思考力はリーダー要件として
新卒採用で注目されつつあるが，大学生の社会的思考
力の現状はどのようになっているのであろうか。前述
の共同プロジェクトの中で，現役大学生の社会的思考
力の実態について測定実験を行った（図3）。
第1に，現役大学生の社会的思考力のバラツキは非
常に大きかった。また，同じくらいの入試偏差値の大
学でも社会的思考力の高い学生，低い学生が幅広く混
在していることがわかった。
第2に，現役大学生の社会的思考力と入試偏差値とは
相関するものの，相関は低かった。このことは入試偏差
値の高い大学の方が社会的思考力の高い学生が多く存
在することを意味しているが，例外もかなり存在するこ
とを示唆している。実際に中堅校の卒業生の中でも上
位校の卒業生以上の社会的思考力を持つ学生は多く存
在している。さらに，入試偏差値が必ずしも高くない大
学の特待生クラスに，社会的思考力が学生全体の中で

図２　リーダーに必要な要件と言ってよいか
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係長以上への昇進が早くなる傾向にある
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図３ 現役大学生の入試偏差値と社会的思考力の相関
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